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第
十
二
・
四
条

手
続
事
項

第
十
二
・
五
条

透
明
性

第
十
二
・
六
条

知
的
財
産
の
保
護
に
つ
い
て
の
啓
発
の
促
進

第
十
二
・
七
条

特
許

第
十
二
・
八
条

意
匠

第
十
二
・
九
条

商
標

第
十
二
・
十
条

著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利

第
十
二
・
十
一
条

地
理
的
表
示

第
十
二
・
十
二
条

不
正
競
争

第
十
二
・
十
三
条

開
示
さ
れ
て
い
な
い
情
報
の
保
護

第
十
二
・
十
四
条

国
境
措
置
に
係
る
権
利
行
使

第
十
二
・
十
五
条

民
事
上
の
救
済
に
係
る
権
利
行
使

第
十
二
・
十
六
条

刑
事
上
の
制
裁
に
係
る
権
利
行
使

第
十
二
・
十
七
条

デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
け
る
権
利
行
使

第
十
二
・
十
八
条

知
的
財
産
に
関
す
る
小
委
員
会

第
十
二
・
十
九
条

安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

第
十
三
章

政
府
調
達

第
十
三
・
一
条

調
達
に
関
す
る
原
則

第
十
三
・
二
条

情
報
の
交
換

第
十
三
・
三
条

追
加
的
な
交
渉

第
十
三
・
四
条

無
差
別
待
遇
に
関
す
る
交
渉

第
十
三
・
五
条

政
府
調
達
に
関
す
る
小
委
員
会

第
十
四
章

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備

第
十
四
・
一
条

基
本
原
則

第
十
四
・
二
条

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
に
関
す
る
小
委
員
会

第
十
四
・
三
条

連
絡
事
務
所

第
十
四
・
四
条

第
十
六
章
の
規
定
の
不
適
用

第
十
五
章

協
力

第
十
五
・
一
条

基
本
原
則

第
十
五
・
二
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

第
十
五
・
三
条

協
力
の
費
用

第
十
五
・
四
条

協
力
に
関
す
る
小
委
員
会

第
十
五
・
五
条

次
章
の
規
定
の
不
適
用

前
文

日
本
国
及
び
モ
ン
ゴ
ル
国
は
、

貿
易
及
び
投
資
の
増
大
並
び
に
両
締
約
国
間
の
互
恵
的
な
協
力
を
通
じ
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
良
好
な
関
係
並
び
に

強
固
な
経
済
的
及
び
政
治
的
き
ず
な
を
意
識
し
、

国
際
化
及
び
世
界
経
済
の
一
層
緊
密
な
統
合
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
活
発
な
か
つ
急
速
に
変
化
す
る
国
際
環
境

が
、
新
た
な
多
数
の
経
済
上
の
課
題
及
び
機
会
を
両
締
約
国
に
提
示
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

両
締
約
国
の
経
済
が
お
互
い
を
補
完
す
る
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
並
び
に
そ
の
補
完
性
が
両
締
約
国
間
の
貿
易

及
び
投
資
の
活
動
を
通
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
力
の
利
用
に
よ
り
両
締
約
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
経
済
的
発
展
を
一

層
促
進
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

経
済
発
展
の
水
準
に
お
け
る
両
締
約
国
間
の
相
違
を
理
解
し
、

両
締
約
国
間
の
貿
易
及
び
投
資
を
規
律
す
る
互
恵
的
な
規
則
を
通
じ
て
貿
易
及
び
投
資
に
関
す
る
明
確
か
つ
強
固
な

枠
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

さ
ら
に
、
両
締
約
国
の
経
済
の
競
争
力
及
び
供
給
の
能
力
を
強
化
し
、
両
締
約
国
の
市
場
を
よ
り
効
率
的
か
つ
活
発

な
も
の
と
し
、
両
締
約
国
間
の
貿
易
及
び
投
資
の
一
層
の
拡
大
の
た
め
の
予
見
可
能
な
通
商
上
の
環
境
を
確
保
し
、
並

び
に
両
締
約
国
の
経
済
効
率
の
向
上
及
び
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

両
締
約
国
間
の
通
商
上
及
び
経
済
上
の
関
係
を
一
層
強
化
す
る
た
め
の
民
間
部
門
の
重
要
な
役
割
に
留
意
し
、
並
び

に
こ
の
協
定
が
そ
の
よ
う
な
民
間
部
門
の
た
め
の
新
た
な
貿
易
及
び
投
資
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
信
じ
、

こ
の
協
定
の
実
施
が
、
人
材
養
成
を
通
じ
て
新
た
な
、
か
つ
、よ
り
良
い
雇
用
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
に
貢
献
し
、

両
締
約
国
の
国
民
の
生
活
水
準
（
消
費
者
の
福
祉
を
含
む
。）を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
信
じ
、

こ
の
協
定
が
、
両
締
約
国
間
の
既
存
の
政
治
的
及
び
経
済
的
な
き
ず
な
の
強
化
に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
国

と
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
間
の
「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
構
築
に
お
け
る
重
要
な
段
階
の
一
つ
と
な
る
と
の
見
解

を
再
確
認
し
、

千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
十
四
条
及
び
サ
ー
ビ
ス
貿
易
一
般
協
定
第
五
条
を
想
起
し
、

こ
の
協
定
が
両
締
約
国
間
の
関
係
に
お
い
て
新
た
な
時
代
を
開
く
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
、

両
締
約
国
間
の
経
済
上
の
連
携
の
強
化
の
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
十
六
章

紛
争
解
決

第
十
六
・
一
条

適
用
範
囲

第
十
六
・
二
条

一
般
原
則

第
十
六
・
三
条

紛
争
解
決
の
場
の
選
択

第
十
六
・
四
条

協
議

第
十
六
・
五
条

あ
っ
せ
ん
、
調
停
又
は
仲
介

第
十
六
・
六
条

仲
裁
裁
判
所
の
設
置

第
十
六
・
七
条

仲
裁
裁
判
所
の
構
成

第
十
六
・
八
条

仲
裁
裁
判
所
の
任
務

第
十
六
・
九
条

仲
裁
裁
判
手
続

第
十
六
・
十
条

仲
裁
裁
判
手
続
の
終
了

第
十
六
・
十
一
条

裁
定
の
実
施

第
十
六
・
十
二
条

期
間
の
変
更

第
十
六
・
十
三
条

費
用

第
十
六
・
十
四
条

言
語

第
十
七
章

最
終
規
定

第
十
七
・
一
条

目
次
及
び
見
出
し

第
十
七
・
二
条

附
属
書
及
び
注
釈

第
十
七
・
三
条

改
正

第
十
七
・
四
条

効
力
発
生

第
十
七
・
五
条

終
了

第
十
七
・
六
条

正
文

附
属
書
一
（
第
二
章
関
係
）

第
二
・
四
条
の
規
定
に
関
す
る
表

附
属
書
二
（
第
三
章
関
係
）

品
目
別
規
則

附
属
書
三
（
第
三
章
関
係
）

原
産
地
証
明
書
の
必
要
的
記
載
事
項

附
属
書
四
（
第
七
章
関
係
）

金
融
サ
ー
ビ
ス

附
属
書
五
（
第
七
章
関
係
）

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

附
属
書
六
（
第
七
章
関
係
）

特
定
の
約
束
に
係
る
表
及
び
最
恵
国
待
遇
の
免
除
に
係
る
表

附
属
書
七
（
第
八
章
関
係
）

自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
特
定
の
約
束

附
属
書
八
（
第
十
章
関
係
）

第
十
・
八
条
１
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
留
保

附
属
書
九
（
第
十
章
関
係
）

第
十
・
八
条
３
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
留
保

附
属
書
十
（
第
十
章
関
係
）

収
用
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